
3 2023年（令和５年)3月5日

　
２
０
２
２
年
度
の
治
山・林
道
工

事
コ
ン
ク
ー
ル
の
受
賞
者
が
決
ま
っ

た
。県
内
署
の
発
注
工
事
の
受
賞
者

は
、林
野
庁
長
官
賞
に
林
道
工
事（
木

曽
署
発
注
）で
木
曽
土
建
工
業（
木
祖

村
）を
選
ん
だ
。

　
中
部
森
林
管
理
局
長
賞
は
治
山
工

事
で
５
社
、林
道
工
事
で
２
社
を
選

定
。長
官
賞
を
受
賞
し
た
工
事
の
現

場
代
理
人
も
同
賞
を
受
賞
し
て
い

る
。

　
林
野
庁
長
官
賞
は
２
月
16
日
に
同

庁
で
表
彰
式
を
行
っ
た
。中
部
森
林

管
理
局
長
賞
の
表
彰
式
は
３
月
９
日

午
後
１
時
30
分
か
ら
同
局
で
行
う
。

　
　
　

  

◇　
　
　
　
◇

　
県
内
関
係
の
受
賞
企
業
な
ど
は
次

の
通
り
。

【
林
野
庁
長
官
賞
】

〈
林
道
工
事
〉

◇�

木
曽
土
建
工
業（
青
木
孝
尚
社
長
）

藪
原
林
道
災
害
復
旧
工
事

【
中
部
森
林
管
理
局
長
賞
】

〈
治
山
工
事
〉

◇�

牛
木
組（
牛
木
善
彦
社
長
）ウ
ド
川

復
旧
治
山
工
事

中
部
森
林
管
理
局
長
賞 

県
内
関
係
７
社
が
受
賞

◇�

傳
刀
組（
傳
刀
宗
久
社
長
）唐
松
沢

２
復
旧
治
山
工
事

◇�

柳
沢
建
設（
柳
沢
洋
一
社
長
）濁
川

３
地
域
防
災
対
策
総
合
治
山
工
事

◇�

宮
下
建
設（
宮
下
金
俊
社
長
）手
良

沢
山
２
復
旧
治
山
工
事

◇�

奥
田
工
業（
奥
田
和
彦
社
長
）倉
本

湯
川
復
旧
治
山
工
事

〈
林
道
工
事
〉

◇�

川
瀬
建
設（
川
瀬
雄
一
社
長
）奈
川

黒
川（
奈
川
）林
道
災
害
復
旧
工
事

◇�

博
友
興
業（
外
川
将
志
社
長
）地
蔵

峠
付
属
路
新
設
ほ
か
工
事

〈
林
野
庁
長
官
賞
の
現
場
代
理
人
〉

（
敬
称
略
）

◇�

藪
原
林
道
災
害
復
旧
工
事（
現
場

代
理
人
兼
主
任
技
術
者・寺
平
尚

行
）

2022年度 治山・林道工事コンクール

木曽土建工業に林野庁長官賞

　
県
と
木
曽
町
が
建
設
し
た
御
嶽
山

ビ
ジ
タ
ー
セ
ン
タ
ー
「
や
ま
テ
ラ
ス

王
滝
」
と
同
「
さ
と
テ
ラ
ス
三
岳
」

の
二
つ
の
施
設
を
設
計
し
た
平
瀬
有

人
氏（yHa architects

、佐
賀
大

学
准
教
授
）
が
Ｊ
Ｉ
Ａ
長
野
県
ク
ラ

ブ
の
「
第
17
回
建
築
祭
」
の
文
化
講

演
会
に
登
壇
。「
ミ
リ
ュ
ー
か
ら
マ
テ

リ
ア
ル
へ
」
と
題
し
、
自
身
の
研
究

と
そ
れ
に
基
づ
く
仕
事
を
紹
介
。
昨

年
オ
ー
プ
ン
し
た
御
嶽
山
ビ
ジ
タ
ー

セ
ン
タ
ー
の
設
計
に
つ
い
て
説
明
し

た
。

　
　
　
　
◇　
　
　
　
◇

　
「
建
物
が
周
辺
の
環
境
と
ど
う
呼
応

し
、
あ
る
い
は
ど
う
立
ち
振
る
舞
っ

て
い
る
か
に
興
味
を
抱
い
て
い
る
」

　
平
瀬
氏
は
「
社
会
的
・
文
化
的
な

環
境
」を
意
味
す
る
フ
ラ
ン
ス
語「
ミ

リ
ュ
ー
」
を
通
し
て
、
そ
の
土
地
の

背
景
を
考
え
な
が
ら
、「
マ
テ
リ
ア

ル
」
と
し
て
の
建
築
の
在
り
方
、
建

築
デ
ザ
イ
ン
に
つ
い
て
考
察
す
る
こ

と
を
自
身
の
研
究
テ
ー
マ
と
し
て
紹

介
。

　
視
点
の
切
り
口
と
し
て
「
マ
ル
チ

フ
レ
ー
ミ
ン
グ
」（
複
数
の
枠
）、「
ア

ダ
プ
テ
ィ
ブ
リ
ユ
ー
ス
」（
歴
史
的
建

築
物
の
保
存
と
活
用
の
両
立
）、「
ラ

ン
ド
フ
ォ
ー
ム
ア
ー
キ
テ
ク
チ
ャ
ー
」

（
地
勢
的
建
築
）、「
ラ
イ
ト
イ
ン
フ
ラ

ス
ト
ラ
ク
チ
ャ
ー
」（
季
節
や
時
間
に

応
じ
て
変
化
す
る
動
的
建
築
）
の
四

つ
の
建
築
表
現
を
挙
げ
る
。
御
嶽
山

ビ
ジ
タ
ー
セ
ン
タ
ー
は
こ
れ
ら
の
研

究
テ
ー
マ
を
意
識
し
て
設
計
し
て
い

る
。

　
県
と
町
に
よ
る
二
つ
の
御
嶽
山
ビ

ジ
タ
ー
セ
ン
タ
ー
は
、「
と
も
に
生
き

る
」「
つ
な
ぐ
」「
変
化
を
も
た
ら
す
」

を
共
通
の
テ
ー
マ
に
、
県
が
整
備
し

た
や
ま
テ
ラ
ス
は
、
御
嶽
山
の
登
山

口
前
に
あ
り
、
さ
と
テ
ラ
ス
は
木
曽

町
に
あ
る
。
二
つ
の
施
設
は
約
30
㎞

離
れ
た
敷
地
に
あ
り
な
が
ら
、
共
通

の
テ
ー
マ
に
沿
い
な
が
ら
も
、
そ
れ

ぞ
れ
の
場
所
に
応
じ
た
あ
り
方
が
求

め
ら
れ
た
と
す
る
。

　
平
瀬
氏
は
、
プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
に
あ

た
っ
て
木
曽
谷
の
町
並
み
に
多
い「
赤

い
屋
根
」
を
採
用
し
、
地
元
の
溶
岩

交
じ
り
の
石
を
蛇
籠
に
詰
め
た
「
溶

岩
ウ
ォ
ー
ル
」
の
外
壁
と
し
た
。
ま

た
、
御
嶽
山
や
地
域
と
の
通
じ
る
ゲ

ー
ト
と
な
る
「
大
階
段
」
を
建
物
中

央
に
配
置
す
る
こ
と
を
共
通
の
デ
ザ

イ
ン
と
し
て
提
案
し
た
。

　
や
ま
テ
ラ
ス
の
施
設
内
は
展
示
物

と
と
も
に
、「
欄
間
の
向
こ
う
に
御
嶽

山
が
切
り
取
ら
れ
て
見
え
る
こ
と
が

重
要
と
考
え
た
」
と
す
る
。

　
さ
と
テ
ラ
ス
は
王
滝
川
に
面
し
、

大
階
段
を
下
り
て
い
く
と
「
木
曽
駒

ケ
岳
が
風
景
の
中
に
フ
レ
ー
ミ
ン
グ

さ
れ
て
く
る
」
と
紹
介
。
施
設
内
部

は
や
ま
テ
ラ
ス
と
同
様
に
「
展
示
物

と
ガ
ラ
ス
越
し
に
木
曽
駒
ケ
岳
が
見

え
る
よ
う
な
、
山
と
川
が
見
え
る
構

成
と
し
た
」。

平瀬有人氏
「ミリューから
マテリアルへ」

県
と
木
曽
町
が
建
設
し
た「
御
嶽
山

ビ
ジ
タ
ー
セ
ン
タ
ー
」２
施
設
を
設
計

ＪＩＡ建築祭文化講演会

　
政
府
は
２
月
24
日
、
環
境
配
慮
契
約
法
基
本
方
針

の
変
更
を
閣
議
決
定
し
た
。
国
や
独
立
行
政
法
人
が

建
物
の
新
築
工
事
を
発
注
す
る
際
、
消
費
エ
ネ
ル
ギ

ー
を
実
質
ゼ
ロ
に
す
る
Ｚ
Ｅ
Ｂ
化
と
、
再
生
可
能
エ

ネ
ル
ギ
ー
の
活
用
を
原
則
と
し
て
取
り
入
れ
る
こ
と

を
盛
り
込
ん
だ
。

　
既
設
建
物
に
つ
い
て
も
、
必
要
に
応
じ
て
Ｚ
Ｅ
Ｂ

化
を
見
据
え
、
中
長
期
的
な
改
修
計
画
を
検
討
す
る

よ
う
規
定
。
建
物
に
関
す
る
契
約
に
際
し
、
企
画
・

設
計
か
ら
維
持
管
理
、
改
修
ま
で
の
各
段
階
で
脱
炭

素
化
を
推
進
す
る
た
め
、
専
門
家
を
活
用
し
て
方
策

を
検
討
す
る
こ
と
も
位
置
付
け
た
。

　
基
本
方
針
は
、
国
や
独
立
行
政
法
人
、
道
路
会
社

な
ど
の
特
殊
法
人
に
対
し
て
契
約
時
の
環
境
へ
の
配

慮
義
務
を
定
め
る
も
の
。
地
方
公
共
団
体
に
対
し
て

も
努
力
義
務
を
課
し
て
い
る
。

新築でＺＥＢ原則化
環境配慮方針を変更

　
い
つ
も
ご
愛
読
い
た
だ
き
、
誠
に

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
新
建
新

聞
は
本
号
か
ら
、
紙
面
で
使
っ
て
い

る
紙
を
「
再
生
紙
」
に
変
更
し
ま
し

た
。
環
境
対
応
、
脱
炭
素
へ
の
対
応

を
考
え
た
も
の
で
す
。
こ
れ
に
と
も

な
い
、
全
体
の
サ
イ
ズ
も
少
し
だ
け

大
き
く
な
っ
て
お
り
ま
す
。
手
に
さ

れ
た
際
に
、
今
ま
で
の
号
と
の
違
い

か
ら
違
和
感
が
ご
ざ
い
ま
し
た
ら
、

紙
の
変
更
の
た
め
と
ご
理
解
い
た
だ

け
れ
ば
幸
い
で
す
。

　
社
会
全
体
が
脱
炭
素
の
実
現
に
舵

を
切
る
な
か
、「
緩
和
」
と
「
適
応
」

の
両
方
を
担
う
建
設
業
の
皆
さ
ま

は
、
社
屋
の
脱
炭
素
化
や
工
事
現
場

で
の
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
活
用
、

建
機
の
対
応
、
遠
隔
臨
場
な
ど
Ｉ
Ｃ

Ｔ
の
活
用
に
よ
る
総
合
的
な
環
境
負

荷
の
削
減
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
取
り

組
み
を
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
れ
を
伝

え
、
ま
た
そ
の
必
要
性
な
ど
を
発
信

す
る
新
建
新
聞
も
、「
で
き
る
こ
と
か

ら
」
脱
炭
素
に
つ
な
が
る
取
り
組
み

を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
ま
た
、
日
刊
で
工
事
情
報
を
発
信

し
て
い
る
新
建
Ｊ
Ｏ
Ｈ
Ｏ
で
も
、
総

合
的
に
脱
炭
素
に
つ
な
が
る
オ
ン
ラ

イ
ン
化
を
進
め
て
お
り
、
こ
の
た
び

「
新
建
Ｊ
Ｏ
Ｈ
Ｏ
デ
ジ
タ
ル
」を
開
始

し
ま
す
。
新
建
新
聞
で
も
、
動
画
に

よ
る
ウ
ィ
ー
ク
リ
ー
ニ
ュ
ー
ス
と
解

説
動
画
を
開
始
し
て
お
り
ま
す
。
こ

れ
か
ら
も
、
こ
の
よ
う
に
、
リ
ア
ル

で
の
環
境
対
応
だ
け
で
な
く
、
デ
ジ

タ
ル
を
活
用
し
た
環
境
対
応
、
サ
ス

テ
ナ
ブ
ル
な
変
化
に
挑
ん
で
ま
い
り

ま
す
。

【
動
画
ニ
ュ
ー
ス
と
解
説
は
「
新
建

ウ
ィ
ー
ク
リ
ー
ニ
ュ
ー
ス
」
で
検
索

し
て
く
だ
さ
い
】

　
こ
れ
か
ら
も
技
術
と
革
新
の
進
化

に
あ
わ
せ
て
、「
社
会
に
善
い
ニ
ュ
ー

ス
」
を
伝
え
る
未
来
メ
デ
ィ
ア
と
し

て
、
最
高
の
ニ
ュ
ー
ス
と
変
化
を
実

感
で
き
る
体
験
を
、
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル

な
形
で
提
供
し
て
ま
い
り
た
い
と
考

え
て
お
り
ま
す
。

　
紙
面
の
紙
が
変
わ
り
ま
し
て
も
、

引
き
続
き
ご
愛
顧
い
た
だ
け
れ
ば
幸

い
で
ご
ざ
い
ま
す
。

�
 

新
建
新
聞
編
集
長 

酒
井
真
一

社
告

新建新聞は今号より
再生紙でお届けします

環
境
保
全
、脱
炭
素
へ
の
対
応
で
す
。デ
ジ
タ
ル
も
進
め
ま
す


